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チモシー (PhleumραratenseL.) X メドウ

フォックステイル (AloρecurusραratensisL.) 

雑種の圃場における諸形質について

中住晴彦・古谷政道・下小路英男・藤井弘毅(北見農試)

前報1)でチモシー×メドワフオツクステイルの属問雑種の作出と、その属間雑種の復二倍体およ

び戻交雑第 l代(属間雑種×チモシー)の作出について報告した。本報では、それらの個体の圃場

における生育および、収量調査の結果について報告する。

材料および方法

表 1~L、本試験に用いた材料とその来歴等を示した。圃場試験は栄養系を使った個体植、 4 反復

の乱塊法で、移植は 1990年8月28日に行い、調査は移植 2年自に行った。刈取りは 1番草を出穂期

に、その後は出穂期を基準に年間3回および4回刈取った(表 1)。施肥は、 N、P205、.K20をそ

れぞれ年3回刈りの場合1.3、0.5、1.3 kg / a /年、 年4回刈りの場合1.5、0.5、1.5 kg/a/年、

とした。 1番草での形態的調査は、 l番草刈取り時に個体の最長茎について行った。各番草の個体

どとの収量は乾物重で示した。本報告は、移植2年目の調査結果である。

結果

1. 属間雑種

雑種個体の出穂始は、メドウフオックステイルとチ

モシーの聞に分布した(図 1)。越冬性は、すべての

雑種個体がメドウフオックステイルの親個体 (Fox3、

Fox 4)よりもやや劣り、チモシーのN410を親とす

る雑種個体がN410より劣ったが、チモシーの1646を

親とする雑種個体はすべて1646よりやや優れていた(図

1 )。なお、雑種個体の越冬性は 6段階評価 (0:冬損

表 1. 供試材料とその来歴および

年間刈取回数

No.個体名 来 歴 等 年間細目数

l、 58-2 TY(N410)XMFT(Fox3) 4 

2， 85 TY(1646)湖町'(Fox3) 4 

3、 65-3 TY(1646)湖町(Fox4) 4 
4、 66 " 4 
5、 69-1 " 4 
6、 69-3 " 4 
1、 84-1 " 4 
8、 97-1 " 3 

無-5:甚)で1.3-1.8で越冬性程度が強~やや強に 9、 Fox3 MFT (北脇試在来) 4 

ランクされ、実際栽培上問題が少ないと思われる。 10、 Fox4 MFT (北賜結束) 4 

雑種個体の l番草刈取時における形態は、草丈と穂 11、 N410 lY ()サツブ峨) 3 
12、 1646 TY (北見在来、紛艦砲) 3 

数が両親より低い値、止葉長がチモシー並で、その 13、 H-6 TY (削脚自体) 3 

他の形質はいずれも両親の値の聞にあった(表 2)。 14、 65-3C 65-3の陸自体帥自体 4 
雑種個体の年間合計乾物収量はいす‘れも両親以下で 15、 97-1C 97-1o染色体帥自体 3 

あったが、チモシーの1646を親とする雑種個体より N

410を親とする雑種個体の方が収量が高かった(表2)。
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16、 BC1-1 BC1: 85XH-6 
17、 BCl-3 BC1: 85XH-6 

TY:チ主ト、MFT:メドウ7オヲクステイル、BC1:敗勝1ft

3 
4 
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チモシーのN410と1646の収量を比較すると、 N410の万が収量が高いことから、母本のチモシー

の収量と雑種個体の収量には正の相関関係があると推察された。
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図1 チモシ一、メドウフオツケステイルおよびそれらの雑種各個体の出穂始と越冬性
A、企:メドウ7オヲクステイル(MFT)，口、 圃:チモト(TY)、・、@、0:属間雑種(表1参照)
・:TY(N410) XMFT(Fox3)、@: TY(1646) XMFT(Fox3)、o: TY(1646) XM円(Fox4)

表 2. チモシー (TY)、メドウフォックステイル (MF T)およびそれらの雑種

個体の生育および収量の調査結果

供試材料 越4性(出H掛.B) 草Z1E番E 署草長 覇規市限取努2mJll!i時~閥頓 Eの頭 形部I穀 患腕薮個合i体l輸当り年血間量

TY X MFT 
N410XFox3 1.5 5.22 64.0 36.0 5.6 275.0 189.0 4.3 13.3 15.2 13.8 137.8 
1646XFox3 1.3 5.18 64.3 17.8 11.2 255.0 196.3 ~O 9.2 15.2 13.0 37.5 
1646XFox4 1.5 5.25 56.7 26.1 8.7 225.3 154.0 ~ 7 10.7 15.8 15.2 28.3 

TY 
N410 0.5 6. 9 104.5 99.0 17.3 132.3 144.5 6.8 7.5 20.2 29.6 452.5 
1646 1.9 6. 8 89.5 40.8 12.4 225.3 221.3 5.5 12.8 22.0 24.8 97.4 

市T
Fox3 1.0 5.11 65.7 61.0 6.3 282.0 205.0 3.5 4.5 8.9 9.7 178.2 
Fox4 1.0 5.14 65.0 84.5 8.1 290.8 202.0 4.0 5.8 11.8 10.1 200.7 

住)齢性:0;矧無---5;服、 草丈・鍛・醐長・鍛:cm、鰍:1個体当りの柑、 個体当り年間合計醐雌:g/個体

2. 戻交雑第 1代

戻交雑第 1代の越冬性はほぼ雑種個体のNo.85並で、あったが、出穂始は雑種個体のNO.85とチモシー

のH-6 の中間で、 BCl-3 は雑種個体のNo.85~[近く、 BC1 ー 1 はチモシーのH-6 ~[近かった(表

3 )。形態的には両者ともに第 1節間長がチモシーのH-6並かやや長く、その他の形質はいずれ

も両親の聞の値を示した。ただし、 BC1-1の方が、出穂始が17日早い BCl-3より全体的に

各形質の値が大きかった。

戻交雑第 1代の年間合計乾物収量については、 BC1-1は雑種個体のNo.85とほぼ同じであった
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が、 BCl-3は雑種個体のNo.85より低く、戻交雑による収量の向上は見られなかった。

表 3. 戻交雑第 1代(rTYxMFTJXTY)とそれらの親個体の生育および収量の調査結果

出車始 1 番 草 剤 取 時 の B E 個体当り年間
競齢世個体名 越雑 Cfl.B) 草丈 極致 事長 第11限第2醐長押蜘蹴止般車1穀第2霊長合計輸随

85XH6 BC1-11.4 6. 7 80.8 24.0 11.6 328.3 205.5 4.8 19.6 21.7 18.2 40.0 
85XH6 BC1-31.2 5.22 62.7 11.7 13.1 281.7143.0 4.715.3 18.2 16.1 22.2 

TY湖町 85 1.3 5.18 64.3 17.8 11.2 255.0 196.3 4.0 9.2 15.2 13.0 37.5 
TY H-6 0.8 6.19 99.0 103.5 13.7 286.8 203.5 7.3 20.8 29.0 30.1 268.7 

住)齢性 :0; 矧抵~5;版、 草丈・猷・捌~.賊:cm、 鰍:1個体当りの柑、 自体当り欄合計閥姐:g/個体

3. 復二倍体個体

復二倍体個体の越冬性、出穂始、 l番草出穂時の形態ならびに収量は、いずれも雑種個体との差

が小さく、染色体の倍加による生理的、形態的および収量の変化は見られなかった(表4)。

表4. チモシー×メドウフォックステイル雑種個体(5x)およびそれらの復ニ倍体個

体 (10x)の生育および収量の調査結果

自鹿島 1 番 草 剤 取 時 の 野 E 個体当り年間
鰍性 個体名 郡性 Cs.B) 草丈 護軍 壇長第四服部2剛長押蹄隅止獄事l駁事2霊長官n閥服

5x 65-3 1.8 5.25 41.7 23.7 6.5 164.7114.3 1.0 8.3 10.6 11.4 26.2 
10x 65-3C 1.8 5.27 41.0 20.0 5.8 154.3 123.5 4.5 7.7 11~4 10.1 20.9 

5x 97-1 1.6 6. 4 58.5 25.8 8.3 210;5 158.8 ~8 14.0 23.0 21.5 32.2 
1Ox 97-1C 1.8 6. 3 58.3 26.0 7.7 246.0 152.3 5.0 13.5 20.8 17.6 30.9 

的越雑:0;矧最~5;概、 草丈・鍛・闘員・穀:cm、鰍:1自体当脚本賞、 自体当り年間合計輸幡:g/個体

考察

チモシー×メドウフオツクステイルの属間雑種は、収量は低いものの、出穂始がチモシーより明

らかに早く、越冬性はほぼチモシー並であった。また、属間雑種にさらにチモシーを戻交雑した戻

交雑第 1代では、収量の向上は見られなかったが、出穂始がチモシーより早い特徴は維持され、越

冬性は属間雑種個体とほぼ同等であった。これらの乙とから、属間雑種にチモシーを戻交雑するこ

とにより、メドワフオツクステイルの持つ極早く出穂する形質を、越冬性をチモシー並に維持して

チモシーに導入できるものと考えられる。

雑種個体は収量が低いことが問題点であるが、収量の高いチモシーの個体を母本に用いる乙とに

より、収量をより高くできうる可能性が示唆された。

チモシーより出穂始が早い主要イネ科牧草は、一般的に越冬性がチモシーより劣り、北海道東部

の寒冷寡雪地帯において安定して越冬することが難しいとされている。そのため、北海道東部にお

いて安定して越冬し、しかもチモシーより早い時期に刈取る乙とができるイネ科牧草の育成が必

要とされているが、本報告の結果は、乙れらの問題を解決する糸口のひとつである。
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